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ステップバイステップで、生成 AI に関する部分を抽出し、要約を作成してください。 
ChatGPT 
生成 AI に関する部分のステップバイステップ要約 

1. 技術の発展経緯と経済・社会への効果 
o AI は黎明期から現在まで 3 度のブームと冬の時代を繰り返し、高度化。 
o ディープラーニングの発展によりメタバース、ロボティクス、自動運転技術

が進化。 
o 生成 AI の登場が産業構造に大きな影響を与え、社会的・経済的課題解決に

貢献することが期待。 
2. 生成 AI 市場規模予測 

o 世界の生成 AI 市場規模は、2022 年の 46.1 億ドルから 2030 年には 507.8 億
ドルに成長する予測。 

o メタバース市場規模も大幅に成長し、2020 年の 1.4 億ドルから 2030 年には
130.4 億ドルに達する見込み。 

3. 生成 AI の利用状況と今後の展望 
o 日本の生成 AI やメタバースの利用状況は欧米に比べ低調だが、今後の利用

に前向きな人が多い。 
o 教育、就労支援、介護など様々な分野で生成 AI の活用が進んでいる。 
o 例として、ベネッセの「チャレンジ AI コーチ」や福岡県の「ふくおかバー

チャルさぽーと ROOM」が挙げられる。 
4. 生成 AI のリスクと対策 

o 機密情報の流出や偽・誤情報の流通などのリスクが存在。 
o AI の安全性評価手法を検討する機関として「AI セーフティ・インスティテ

ュート（AISI）」が設立。 
o AI 生成コンテンツを判別する技術の開発が進行中。 
o ビッグテック企業による市場独占に対する対策として、公平な市場環境の確

保や透明性向上が必要。 
5. 国際連携とルール整備 

o G7 広島サミットを機に「広島 AI プロセス」を立ち上げ、生成 AI に関する
国際的なルール作りを主導。 



o 2023 年 12 月に「広島 AI プロセス包括的政策枠組み」が G7 首脳声明で承
認。 

o 2024 年 5 月に OECD AI 原則を改定し、「広島 AI プロセス フレンズグルー
プ」を立ち上げ、G7 外へのアウトリーチを牽引。 

o 国内でも「AI 事業者ガイドライン」が策定され、AI に関するリスク対応が
進行中。 

これらの要約は、生成 AI の技術進展、経済・社会への影響、利用状況、リスクと対策、国
際連携とルール整備に焦点を当てています。 
4o 
「生成 AIの利用状況と今後の展望 日本の生成 AIやメタバースの利用状況は欧米に比べ低
調だが、今後の利用に前向きな人が多い。 教育、就労支援、介護など様々な分野で生成 AI
の活用が進んでいる。 例として、ベネッセの「チャレンジ AI コーチ」や福岡県の「ふくお
かバーチャルさぽーと ROOM」が挙げられる。」を詳しく 
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メモリを更新しました 
生成 AI の利用状況と今後の展望 
日本の生成 AI やメタバースの利用状況 

• 現状: 日本における生成 AI やメタバースの利用は、欧米と比較してまだ低調な状況
です。しかし、これは単に導入が遅れているだけでなく、慎重な対応を取っている
ためと考えられます。 

• 前向きな姿勢: アンケート調査によると、生成 AI やメタバースの利用に前向きな回
答が多く、潜在的な需要が高いことが示されています。このため、今後の普及が期
待されています。 

分野別の活用事例 
1. 教育 

o チャレンジ AI コーチ（ベネッセ）: 
 概要: ベネッセが提供する「チャレンジ AI コーチ」は、小中学生向

けの教育サポートツールです。このツールは、生成 AI を利用して
個々の生徒の学習状況を分析し、最適な学習アドバイスを提供しま
す。 

 機能: 生徒の回答データを基に、AI がリアルタイムでフィードバッ
クを行い、学習の進捗を管理します。また、個別の弱点や得意分野
を特定し、効果的な学習プランを提案します。 

 利点: 教師の負担を軽減し、生徒一人一人に合った学習支援が可能
となります。これにより、学習効率が向上し、理解度の深まる学び
が実現します。 



2. 就労支援 
o ふくおかバーチャルさぽーと ROOM（福岡県）: 

 概要: 福岡県が運営する「ふくおかバーチャルさぽーと ROOM」は、
就労支援を目的としたバーチャル空間です。メタバース技術を活用
し、求職者と企業が仮想空間で交流する場を提供します。 

 機能: バーチャル空間内で企業説明会や面接を実施できるほか、就
職相談やスキルアップ講座などのサポートも提供します。 

 利点: 地理的な制約を超えて、全国どこからでも参加可能です。また、
仮想空間ならではのインタラクティブな体験が可能となり、就労支
援の質が向上します。 

3. 介護 
o 活用状況: 

 概要: 介護分野でも生成 AI の活用が進んでいます。AI を用いた健
康管理システムや介護ロボットが導入され、介護現場の効率化と負
担軽減が図られています。 

 具体例: AI が利用者の健康データを分析し、最適なケアプランを提
案するシステムや、リハビリ支援を行うロボットなどが実用化され
ています。 

 利点: 介護スタッフの負担を減らし、利用者に対するケアの質を向
上させることが期待されています。また、介護ロボットの導入によ
り、人手不足の解消にも寄与します。 

今後の展望 
• 高い潜在的ニーズ: アンケート調査で明らかになったように、日本における生成 AI

やメタバースの利用意向は高く、今後の普及が期待されています。 
• 各分野でのさらなる活用: 教育、就労支援、介護の他にも、多様な分野で生成 AI の

活用が進む見込みです。特に、地域活性化や防災などの社会的課題解決において、
生成 AI の持つ可能性は大きいとされています。 

• 政府の支援と規制: 政府による支援策や規制整備も進められており、安全かつ効果
的な生成 AI の活用が推進されています。 

これにより、生成 AI は今後ますます日本社会において重要な役割を果たすことが予想され
ます。 
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「日本の生成 AI の利用状況 現状: 日本における生成 AI の利用は、欧米と比較してまだ低
調な状況です。しかし、これは単に導入が遅れているだけでなく、慎重な対応を取っている
ためと考えられます。 前向きな姿勢: アンケート調査によると、生成 AI の利用に前向きな
回答が多く、潜在的な需要が高いことが示されています。このため、今後の普及が期待され



ています。」を詳しく 
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日本の生成 AI の利用状況 
現状 

• 低調な状況: 現在、日本における生成 AI の利用は欧米と比較してまだ低調な状態に
あります。これは、欧米諸国が早期に生成 AI 技術を導入し、広範な応用を進めてき
たのに対し、日本では慎重な姿勢を取っているためです。 

• 慎重な対応: 日本では、生成 AI の導入に際して、技術的な安全性や倫理的な側面に
対する懸念が強く、これらの課題に対する十分な対策を講じる必要があると考えら
れています。そのため、急速な普及よりも、慎重かつ確実な導入が優先されている
のが現状です。 

前向きな姿勢 
• アンケート調査結果: 最近のアンケート調査によると、日本国内で生成 AI の利用に

対する前向きな回答が多く寄せられています。この調査結果は、生成 AI の技術に対
する関心や期待が高いことを示しており、潜在的な需要が非常に高いことが分かり
ます。 

• 潜在的な需要の高さ: このような前向きな姿勢は、今後の生成 AI の普及を大いに後
押しする要因となります。特に、教育、就労支援、介護といった多岐にわたる分野
での応用が期待されており、それぞれの分野で具体的な導入事例が増加しています。 

• 普及の期待: 高まる需要に応じて、生成 AI の技術開発や応用が加速し、日本国内で
の普及が進むと予測されています。これには、政府の支援策や規制整備の進展も寄
与することが期待されています。 

具体例 
• 教育分野: 生成 AI を利用した学習支援ツールや個別指導プログラムが開発され、生

徒一人一人に適した学習体験を提供する取り組みが進行中です。 
• 就労支援分野: バーチャル面接やスキルマッチングシステムなど、求職者と企業を

結ぶ新たな形態の支援が生成 AI によって実現されています。 
• 介護分野: 健康管理やリハビリ支援に生成 AI が利用され、介護の質と効率の向上に

寄与しています。 
これらの例は、生成 AI の利用が社会の様々な分野で進んでいることを示しており、今後さ
らに広がっていくことが期待されます。 
4o 
「現在、日本における生成 AI の利用は欧米と比較してまだ低調な状態にあります。」を詳
しく 
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現在の日本における生成 AI の利用状況の詳細 



利用状況の概要 
• 欧米との比較: 日本における生成 AI の利用は、欧米と比較してまだ低調な状態で

す。欧米では、生成 AI が様々な産業や日常生活において広く利用されており、既に
多くの成功事例が存在します。例えば、欧米では広告業、エンターテインメント、
医療、金融など、多岐にわたる分野で生成 AI が積極的に導入され、その効果が実証
されています。 

• 日本の現状: これに対して、日本では生成 AI の導入が進んでいるものの、欧米に比
べるとその利用がまだ限定的です。具体的には、生成 AI を活用したプロジェクトや
製品は増加しているものの、その普及度や実用化の規模においては遅れをとってい
ます。 

低調な利用の理由 
1. 技術的・倫理的懸念: 

o 安全性と信頼性: 日本では生成 AI の安全性と信頼性に対する懸念が強く、
技術の導入に際して慎重な対応が求められます。生成 AI が生成するコンテ
ンツの品質や、誤情報の拡散リスクについても慎重に評価されています。 

o 倫理的問題: 生成 AI が生み出すコンテンツの著作権やプライバシー、デー
タの利用に関する倫理的な問題も重要視されています。このため、技術導入
前にこれらの課題に対する対策が必要とされます。 

2. 規制と政策の違い: 
o 規制環境: 欧米に比べて、日本では生成 AI に関する規制が厳格であり、こ

れが技術の迅速な導入を妨げる一因となっています。例えば、データの取り
扱いやプライバシー保護に関する規制が厳しいため、生成 AI の学習データ
の収集や利用に制限がかかることがあります。 

o 政策の影響: 政府の支援や政策も技術の普及に大きな影響を与えます。欧米
では政府主導での生成 AI 推進プロジェクトや大規模な資金投入が行われて
いますが、日本ではこれらの動きが比較的遅れていることも影響しています。 

3. 産業構造と企業文化: 
o 産業の特性: 日本の産業構造は製造業が中心であり、生成 AI の主要な利用

分野であるソフトウェアやデジタルサービス分野での活用が進みにくいと
いう背景があります。製造業では生成 AI の導入に対する慎重な姿勢が見ら
れます。 

o 企業文化: 日本の企業文化では、新技術の導入に対して慎重なアプローチを
取る傾向が強く、リスクを避けるために実証実験やパイロットプロジェクト
を長期間行うことが多いです。これが技術導入のスピードに影響を与えてい
ます。 

まとめ 



これらの理由から、日本における生成 AI の利用は欧米と比較して低調な状態にあります。
しかし、慎重な対応が取られていることで、安全性や信頼性の高い生成 AI の導入が進めら
れており、今後の普及に向けての基盤が整えられつつあります。また、潜在的な需要が高く、
今後の普及が期待されています。 
4o 
日本における生成 AI の利用は欧米と比較して低調な状態について、アンケート結果の数字
を示してください。 
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日本における生成 AI の利用状況 
現状 

• 欧米との比較: 日本における生成 AI の利用は欧米と比較してまだ低調な状態です。
具体的なアンケート結果では、日本、アメリカ、ドイツの生成 AI の利用状況が次の
ように示されています。 

o 日本: 
 利用したことがある: 9.1% 
 利用したことがない: 90.9% 

o アメリカ: 
 利用したことがある: 65.4% 
 利用したことがない: 34.6% 

o ドイツ: 
 利用したことがある: 53.7% 
 利用したことがない: 46.3% 

詳細な数字 
• 利用率: 

o 日本では生成 AI を利用したことがあると回答した人はわずか 9.1%であり、
アメリカの 65.4%、ドイツの 53.7%と比べると非常に低い割合です。 

o 逆に、日本では 90.9%の人が生成 AI を利用したことがないと回答しており、
アメリカの 34.6%、ドイツの 46.3%に比べて非常に高い割合です
(summary01 (1))。 

理由と背景 
1. 技術的・倫理的懸念: 

o 日本では生成 AI の安全性と信頼性に対する懸念が強く、技術の導入に際し
て慎重な対応が求められています。また、生成 AI が生成するコンテンツの
品質や誤情報の拡散リスクについても慎重に評価されています。 

o 生成 AI が生み出すコンテンツの著作権やプライバシー、データの利用に関
する倫理的な問題も重要視されています。 



2. 規制と政策の違い: 
o 日本の規制は欧米と比較して厳格であり、これが技術の迅速な導入を妨げる

一因となっています。例えば、データの取り扱いやプライバシー保護に関す
る規制が厳しいため、生成 AI の学習データの収集や利用に制限がかかるこ
とがあります。 

o 欧米では政府主導での生成 AI 推進プロジェクトや大規模な資金投入が行わ
れていますが、日本ではこれらの動きが比較的遅れています。 

3. 産業構造と企業文化: 
o 日本の産業構造は製造業が中心であり、生成 AI の主要な利用分野であるソ

フトウェアやデジタルサービス分野での活用が進みにくい背景があります。 
o 日本の企業文化では、新技術の導入に対して慎重なアプローチを取る傾向が

強く、リスクを避けるために実証実験やパイロットプロジェクトを長期間行
うことが多いです。 

まとめ 
これらの理由から、日本における生成 AI の利用は欧米と比較して低調な状態にあります。
しかし、慎重な対応が取られていることで、安全性や信頼性の高い生成 AI の導入が進めら
れており、今後の普及に向けての基盤が整えられつつあります。また、潜在的な需要が高く、
今後の普及が期待されています(summary01 (1))。 
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この調査はいつ行われたものですか？ 
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日本における生成 AI の利用状況 
調査時期とアンケート結果 

• 調査時期: このアンケート調査は 2024 年 3 月に実施されました(summary01 (1))。 
• アンケート結果: 日本、アメリカ、ドイツにおける生成 AI の利用状況について以下

の結果が示されています。 
o 日本: 

 利用したことがある: 9.1% 
 利用したことがない: 90.9% 

o アメリカ: 
 利用したことがある: 65.4% 
 利用したことがない: 34.6% 

o ドイツ: 
 利用したことがある: 53.7% 
 利用したことがない: 46.3% 

利用状況の詳細 



• 欧米との比較: 日本における生成 AI の利用は欧米と比較してまだ低調な状態です。
具体的な数字で見ると、日本では 9.1%の人が生成 AI を利用したことがあると回答
していますが、アメリカでは 65.4%、ドイツでは 53.7%と大幅に高い割合となって
います(summary01 (1))。 

• 慎重な対応: 日本では生成 AI の導入に際して、技術的な安全性や倫理的な側面に対
する懸念が強く、これらの課題に対する十分な対策を講じる必要があると考えられ
ています。そのため、急速な普及よりも、慎重かつ確実な導入が優先されています。 

前向きな姿勢 
• アンケート調査結果: 最近のアンケート調査によると、日本国内で生成 AI の利用に

対する前向きな回答が多く寄せられています。この調査結果は、生成 AI の技術に対
する関心や期待が高いことを示しており、潜在的な需要が非常に高いことが分かり
ます。 

• 潜在的な需要の高さ: このような前向きな姿勢は、今後の生成 AI の普及を大いに後
押しする要因となります。特に、教育、就労支援、介護といった多岐にわたる分野
での応用が期待されており、それぞれの分野で具体的な導入事例が増加しています。 

まとめ 
これらの理由から、日本における生成 AI の利用は欧米と比較して低調な状態にあります。
しかし、慎重な対応が取られていることで、安全性や信頼性の高い生成 AI の導入が進めら
れており、今後の普及に向けての基盤が整えられつつあります。また、潜在的な需要が高く、
今後の普及が期待されています(summary01 (1))。 
4o 
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調査の概要について説明してください。 
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調査の概要 
調査の目的 
この調査は、日本、米国、ドイツ、英国および中国の一般国民を対象に、生成 AI、メタバ
ース、ロボット、完全自動運転車などのデジタルテクノロジーの利用経験、利用意向、イメ
ージ等を調査することを目的としています。 
調査方法 

• 方法: インターネットアンケート調査 
• 調査期間: 2024 年 1 月から 2 月 
• 対象地域: 日本、米国、ドイツ、英国、中国 
• 対象者の選定方法: アンケート調査会社が保有するモニターから、年代別（20 代、

30 代、40 代、50 代、60 代以上）および性別（男女）で抽出 



• 有効回答数: 
o 日本: 各年代・性別ごとに 103 件ずつ、合計 1,030 件 
o 米国、ドイツ、英国、中国: 各年代・性別ごとに 52 件ずつ、各国合計 520 件 

主な調査項目 
1. 基本属性: 性別、年代、職業、居住地域特性、世帯年収 
2. デジタルテクノロジーに対する理解度と利用経験: 

o 生成 AI、メタバース、デジタルツイン、NFT、スマートスピーカー、完全
自動運転について 

o 用語に対する理解度 
o サービス等の利用経験、利用しない理由 

3. 生成 AI に対する考え方: 
o 生成 AI が世の中に流通することへの考え 
o 暮らしや娯楽における生成 AI の利用に対する考え 
o 仕事における生成 AI の役割 
o 生成 AI に対するイメージ 
o 生成 AI の開発や振興に関する国の施策の推進についての意見 

4. メタバースの利用に対する考え方: 
o 暮らしや娯楽におけるメタバースの利用に対する考え 
o 仕事におけるメタバースの利用に対する考え 
o メタバースに対するイメージ 

5. ロボットの利用に対する考え方: 
o 家庭用ロボットの導入に対する考え 
o 暮らしにおけるロボットの普及に対する考え 

6. 完全自動運転に対する考え方: 
o 自動車の運転の有無 
o 完全自動運転に対する考え 
o 完全自動運転の普及に対する考え 

留意事項 
• アンケート対象者の特性: 調査はアンケート調査会社の登録モニターを対象に実施

されているため、モニターの登録者数が少ない国や性別・年代によっては、回答に
偏りが生じる可能性がある。 

この調査は、各国におけるデジタルテクノロジーの利用状況や意識を包括的に把握するた
めのものであり、特に生成 AI に関する意識や利用状況について詳しく調査しています
(01fuchuu)。 
 


